
（別紙３）

～ 令和８年　１月　２６日

（対象者数） ２１名 （回答者数）
16名

～ 令和８年　１月２６　日

（対象者数） 4名 （回答者数）
4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も様々な外出から経験を増やし自信につなげていきます。

2

地域の方々を招くなど活動を工夫し、地域資源の1つとなる

ように、地域との関わりの幅を広げていきます。

土曜日、祝日、長期休暇中は特に外出活動を多く取り入れて

いる。

社会とのつながりや公共のマナーを学び、経験から自信につ

なげられるように取り組んでいます。

近隣の飲食店を利用しています。 知ってもらう事から始め、地域とのつながりや見える化を意

識しておこなっています。

令和８年　１月８　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　２月　１２日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 チャレンジアカデミー愛子

○保護者評価実施期間
令和８年　１月　５日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員が利用児童から目を離さず、転倒などの事故防止に努め

てまいります。

2

月に1回全体研修を実施しています。質の向上のため外部研

修の機会が作れるように努めて参ります。

3

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

外玄関の階段、室内の段差などバリアフリーに対応していな

い所がある。

借りている建物で構造上難しいため。

職員を対象とした外部講師などの研修がない。 職員の勤務体制が様々で一斉に研修を受ける時間確保が難し

い為。


